一 三 万 七 千 人 

島 原の 乱で 三 万 七 千の 農民が 死んだ。 三 万 四千 は 戦 

死し、 生き残った 三千 名の 女と 子供が、 落城の 翌日 か 

ら 三日間に わたって 斬首され た。 みんな 喜んで 死んだ。 

喜んで 死ぬ と は 異様で あるが、 討伐の 上使、 松 平 

いずのかみ かいの かみてる つな 

伊豆守の 息子、 甲斐 守 輝 綱 (当時 十八 歳) の 日記に、 

さう 書いて あるので ある。 「剰 至 童女 之 輩 喜 死 蒙 斬罪 

是非 平生 人心 之 所 致 所以 浸々 彼 宗門 也」 と。 

から ぼリ 

三千 人の 女子供が ひそんで ゐ たとい ふ 空 濠 は、 今 も 

尚、 当時の ま、 残って ゐる。 丁度、 原 城趾の 中央 あた 



又、 日本に 残る 記録に は、 之に 就て 語る ものが、 まつ 

たくない。 たゾ、 教会 側に、 ポルトガルの 船長 ヂ ユア 

ルテ • コ レアの 手記が あり、 これによ つて、 推察し う 

るに すぎない。 コ レア は、 一揆の 当時、 大 村の 牢屋に 

ゐ たので ある。 

コ レアの 手記に よれば、 農民 は 米、 大麦、 小麦で 一 

般 租税 を 払 ひ、 更に Nono と Canga の いづれ かを収 

めなければ ならなかった。 そのうへ、 煙草 一 株に つき 

冥加と して 葉の 極上の 部分 を 選んで 半分 とられ、 又、 

それらの 物品が 揃 はぬ とき は、 茄子 一本に つき 何個と 

いふ 割当の 賦課 か、 或 ひ は、 何物 かの 年貢 を 納めねば 



ならなかった。 (パジェスの 鮮血 遺書で は、 物品の 代 

リに女 を とられた と 言 ひ、 これが 島 原の 乱の 直接の 原 

因と なった と 述べ てゐ る) 

ノノ 及び カン ガとは 何物 か。 パジェス によれば、 ノ 

くびき 

ノは 九分の ー税、 カン ガは ポルトガル語で 牛の 軛を 

意味す るが、 然し、 多分 日本語の 何 かで は あるまい か、 

と 言って ゐる。 日本語で あると すれば、 ノノは 恐らく 

「布」 であらう が、 カン ガと は？ 布に 相応す る カン ガ 

として、 これ を カイコ (島 原 地方で は カイ ゴと いふ) 

であらう とい ふ 説が 妥当の やうで ある。 カイ ゴは 繭の 

意で ある。 



小 西の 旧臣、 天草 甚兵衛 を 中心に、 浪人 ども を 謀 主と 

し、 甚兵衛 の 子、 四郎を 天人に 祭り あげて 事 を 起さう 

とい ふので ある。 彼等 はま づひ とつの 伝説 をつ くり あ 

げて 愚民の 間に 流布 させた。 それ は、 今から 二十 六 年 

前 (といへば、 家康の 切支丹 禁令の ことで あらう) 天 

草 郡三津 浦に 居住の 伴天連 を 追放のと き、 末鑑 とい 

ふ 一巻の 書物 を 残して 行った。 時節 到来の 時、 取 出し 

て 世に 広めよ、 と 言 ふので ある。 その 書物に よると 「向 

年より 五々 の 暦数に 及んで 日 域に 一 人の 善 童 出生し 不 

しかる 

習に 諸道に 達し 顕然 たるべし、 然に 東西 雲 焼し 枯木 

さ. 5 たて 

不時の 花咲 諸人の 頭に クルス を 立 海へ 野 山に 白旗た な 



びき 天地 震動せば 万民 天主 を 尊 時 至るべき や」 云々。 

丁度、 源 右衛門と いふ 村民の 庭に 紫 藤の 枯木から 花が 

咲き、 それ も 紫の 咲くべき 木に 白が 咲いた、 さう いふ 

事実に あてはまる やうに 作った 伝説であった。 

この 地下運動 は その 年 (一六 三 七 年) の 旧 六月から 

表面に 現れ、 彼等 は 天草 一円に 切支丹の 説教 を はじめ、 

又、 島 原 半島へ も、 及んだ。 天使と 担がれた 天草 四郎 

は、 伝説の 中の 生き神様になる だけの 天質が あつたの 

だ。 美貌と、 神童の 歙智 であった。 彼 は 自ら、 壇上に 

立って 説教し、 諸方に 信者が できた。 

十月 二十 五日、 島 原 領有 馬 村 を 発火点と して 一 揆が 



起きた。 その 十日 前、 十月 十五 日に、 天草の 方で は 次 

の やうな 廻文が 廻って ゐ るので ある。 

わざ 

態と 申 進 候 天人 天降り 被 成 供 せんちよ ふむ てい は 天 

きりしたん 

主 様より 火の すいちよ 被 成 候 間 何者な りと も 吉利支 丹 

に 成 候 は ^ 爰 許へ 早々 可 有 御 越 候 村々 庄野乙 名 草々 御 

越 可 有 候 島中に 此状御 廻 可 有 候 せんちよ 坊 にても きり 

したんに 成 候 は ゾ被成 御免 候恐惶 謹言。 

丑 十月 十五 日 

寿 庵 

右 早々 衬々 へ 御 廻し 可 被成唉 天人の 御 使に 遣 申 候 間 



村 中の 者に 御中 付 可 被 成 候 吉利支 丹に 成 不申候 は 、v 日 

本 六十 六ケ国 共に 天主 様より 御 足に ていん へる のに 踏 

込な され 候 間 其 分 御 心得な さるべく 候 天草の 内 大矢野 

に 此中被 成 御座 候四郎 様と 申 は 天人に て 御座 候 其 分 可 

一 加津佐 村の 寿 庵と 申 人 も 則 天人の 御供な され 候 間 

寿 庵 手前より 先々 へ 遣 申 候 

つまり、 島 原 半島に は 農民 一 揆の 気運が たかまり、 

天草 島で は 切支丹 反乱の 準備が すゝ んでゐ た。 一揆 は 

島 原 半島で 爆発した が、 農民 だけで は仅 まりが つかな 



の 手記に 偏して 日本の 記録 を 無視す る こと は 不当で あ 

る。 コ レアの 手記 はむしろ、 参考に と > まる もので し 

か あるまい。 

私が 長 崎 図書館 を 訪れた とき、 館長 は、 貴重な 資料 

の 蒐集 を とりだして 説明して くれたが、 そのな かに、 

これ は 教会 側の 記録です が、 と 言って、 取 出した もの 

に、 小さな パンフレット があった。 裏 を 返す と 昭和 四 

年 発行、 大浦 天主 堂と ぁリ、 一部 五 銭であった。 今 も 

教会に 売って ゐ るから、 もとめて 御帰りなさいと 言 は 

れた。 

私が 泊って ゐたィ ー ダル ホテル は、 丁度、 大浦 天主 



「明治時代に そんな もの を 出版した こと もあった さう 

で すけ ど 」 

「い、 え、 昭和 四 年です。 現に、 下の 門番 も 知って ゐ 

ますよ」 

「それ は 何 かの 間違 ひで せう」 

私 は あきらめた。 さう して、 上の 天主 堂へ 登っても 

いい かときいた。 どうぞ、 御 自由に、 と 彼 は 答へ た。 

私 は 彼に 別れて 天主 堂へ 登る。 現存す る 日本 最古の 天 

主 堂。 国宝 建造物で ある。 疑 ひ は 神の 子に あり、 私 は 

眩きながら、 天主 堂の 扉 をく、 V つた。 

この 天主 堂 は 千 八 百 六十 五 年 (慶応 元年) 二月 十九 



日 落成した。 その 年の 三月 十七 日の ことであった。 正 

午 頃 十四 五 人の 男女が 訪ねて きたが、 常の 見物人と は 

何やら 様子が 変って ゐ るので、 プチ ジ ヤン 神父 は 彼等 

を 堂 内へ 伴 ひ 入れ、 ひそかに 彼等の 様子 を 見て ゐ ると、 

彼等 は マリヤの 像 を 認め、 あ、、 サン タ マリヤと 口々 

に 叫ぶ や 跪いて 祈念の 姿勢 をす るで はない か。 さて こ 

そ 三百 年の 禁令 をく ^ りぬ けた 切支丹の 子孫であった 

かと プチ ジ ヤン は 狂喜し、 いづこの 人々 であるかと 問 

へば、 長 崎 郊外 浦 上の 者で、 浦 上 村 は 村民 すべてが 三 

百年 今尚 ひそかに 切支丹 を 奉じて ゐ ると 答へ た。 折 か 

ら、 他の 見物の 人が やって来 たので、 彼等 はっと 神父 



の 旁 を 離れ、 見物人の やうな 顔して 彼方此方 を 眺め 

はじめた。 —— これが、 日本に 於け る 切支丹 復活の 日 

であった ので ある。 その後、 天草に、 五島に、 切支丹 

の 子孫 は 続々 と 現れて きた。 

この 大 浦の 天主 堂で、 日本の 切支丹が 復活した。 そ 

の 建物 は、 今 も 尚、 往昔の まゝ、 こゝ にある。 彼等 は 

どの 柱に、 どの 祭壇に、 マリヤの 像 を 認めた か。 さう 

して、 見物の 人が やって きたと き、 彼等 は 神父の 旁 を 

つと 離れて、 どの 柱の 下 を、 そ 知らぬ 風で 歩いた であ 

らう か。 その 復活の 当日から、 この 神の 子 達 は、 宿命 

の 疑惑 を 宿して ゐた。 禁令 三百 年、 無数の 鮮血 をく y 



あった。 

幕府 方 は 鉄砲に 辟易し、 石火矢 (大砲の こと) で 対 

抗 したが、 当時の 大砲 は 実戦の 役に立たなかった。 板 

倉 重昌に 代った 松 平 伊豆守 は 石火矢 台と いふ もの を 築 

かせて 大砲 をす ゑ、 井楼 をつ くって、 こ、 から 敵状 を 

偵察して 大砲 を 打た せた が、 駄目だった。 石火矢 台 も 

現存して ゐ るが、 城との 距離 は 二百 米 ぐら ゐ しかな 

い。 それでも、 と、 V かなかった ので ある。 なぜ、 と > 

かなかった かと 言 ふと、 当時 大砲と いふ もの は、 敵に 

実害 を 与へ るよりも、 その 大仰な 形 や 音響に よって、 

敵 を 畏れし め、 戦 はずして 降服せ しめる 戦法から 製作 



された からで ある。 だから、 弾丸 は 徒 に 大きく、 一 

丁 も 飛び はしなかった。 今、 長 崎の 大波 止に、 この 時 

用 ひたとい ふ 砲丸が ある。 重さ 千 三十 二 斤、 玉の 廻リ 

五 尺八 寸。 これ を 実際 使用す るに は 長さ 九 間 口径 三尺 

の 筒と 三千 斤の 火薬が いると いふが、 それでも 一間と 

は 飛ばず、 多分、 筒の 中 を ころくと ころがって、 筒 

の 口から いきなり 地面 へ ドシ ン と 落ちる だけ だとい ふ。 

正月 十日、 オランダ 船 を つれてき て、 海上から 砲撃 

させた。 この 弾丸 はと y いた。 この 時から、 幕府 方 は 

有 勢に なった ので ある。 二十 八日に オランダ 船 は 平 戸 

へ 帰った が、 大砲 だけ は 借りう け、 石火矢 台に すゑて、 



と は、 伊豆の 子供の日 記に ある。 つまり、 解剖学まで 

応用し、 科学の 粋 をつ くした 力戦 苦闘な ので ある。 さ 

うして、 弓の 矢が と y いたのに、 大砲の 玉が と、 V かな 

かった とい ふ 結果 を 残して ゐ るので ある。 

四 忍術 使 ひ 

これ も 甲斐 守 輝 綱の 日記から。 

この 戦争に、 忍術 使 ひが 登場した。 二月 十五 日、 甲 

賀者を 城 中に 忍び こませた ので ある。 忍術 使 ひ は 近 江 

の甲賀 から 呼びよ せた ものであった。 忍術 使 ひ は 失敗 



した。 九州の 言葉が 分らぬ うへ に、 切支丹の 用語 や 称 

名 を 全然 知らなかった からで ある。 忽ち 看破され、 慌 

て、 逃げた。 それでも 忍び こんだ 印に、 塀に 立てた 旗 

をぬ いて 担ぎ だした が、 石で 強 か 頭 を どやされ、 決し 

て 見事な 忍術ぶ りではなかった。 切支丹の 用語ぐ らゐ 

は 暗記して から 忍び こめば ぃゝ のに、 と、 往昔 猿 飛 佐 

助の ファンで あ つた 私 は 大いに 我が 光輝 ある 忍術 道の 

ために 悲しんだ が、 之が、 さう はいかな いので ある。 

今日で は、 それに 相応の 訳語が あるが、 当時 は 適訳が 

なかった ので、 でう す (神) はらい そ (天国) いんへ 

るの (地獄) くるす (十字架) とい ふ 風に、 こんな 名 



詞 まで 外国語の ま、 用 ひて ゐた。 こんちり さん、 さか 

ら めんと、 ゑけ れぢ や、 どみん ごす、 など、、 千に も 

近い 南蛮 語が その まゝ 使用され てゐて は、 九 字 を 切つ 

て も、 まに 合 はない。 

一 方、 一 揆軍も 大いに 妖術 を 用 ひたと 言 はれた。 俗 

書で は、 天草 四郎も 忍術 使 ひに なって ゐ るの だ。 その 

きんつ ば 

うへ、 金 鍔 次 兵衛が 登場した とも 言 はれて ゐる。 蓋し 

金 鍔 次兵衛 は、 青史に その 名 をと > める 切支丹 伴天連 

妖術 使 ひの 張本人で、 この 伴天連が 実際 島 原の 乱に 登 

場 すれば 話 は 面白くな るの だけれ ども、 あいにく 彼 は 

その 直前に 長 崎で 捕 はれ、 一揆の 直前 十二月 六日、 穴 



り、 一 六 三 五 年から 三 七 年まで 再び 長 崎に 大 騒動 を ま 

き 起した。 切支丹 伴天連 妖術 使 ひの 張本人 (昔の 本に 

はかう 書いて ある) 金 鰐 次兵衛 (次 太夫と も 云 ふ) の 

名 は 日本中に 鳴りと y ろいて しまったの である。 どう 

して 金 鍔 次 兵衛と 呼ばれた かとい ふと、 次 兵 衛は何 か 

事 あるとき、 刀の 鍔に 手 を あて、、 何事 か 思 入れよ ろ 

しく やる のが 例であった。 その 鍔に 切支丹 妖術の 鍵が 

あると 思 はれた ので ある。 多分 刀の 鍔に 十字架で も は 

め 込んで ゐ たの だら うと 言 はれて をり、 現に さう いふ 

斿 への 刀が 発見され てゐ ると いふ ことで ある。 そこで 

金 鍔 次 兵衛の 名が 生れた。 一 六 三 七 年、 長 崎 郊外の 戸 



町 番所に 近い 山中の 横穴に 住んで ゐ るの を 密告に よつ 

て 捕 へられ、 十二月 六日、 穴に 吊るされて 死んだ。 十 

二月 六日の くだり を 記録に よって 調べる と、 原 城で は 

たてこも や はざま 

十二月 朔 日に 立籠った 一 揆 軍が 矢 狭間 を 明け 堀 を ほり、 

この 工事が 完成して 妻子 を 城内へ 引 入れた 日で あり、 

その 翌日に は 天草 甚兵衛 が 手兵 一 一千 七 百 を ひきつれて 

入城して ゐる。 一 方、 討伐の 上使 松 平 伊豆守 は、 やう 

やく 箱 根 を 発足し 神 原に 泊った 日であった。 箱 根 は 終 

日豪 雨であった さう だ。 然し、 次 兵衛の 死んだ 十二月 

六日 は パジェスの 記事に よった もので、 太陽暦で あり、 

日本の 記録 は 太陰 1 曰に よる 日附 であるから、 同じ 日で 



ない。 十二月 六日 は、 多分、 陰暦の 十月 十四日に 当る 

ので あらう。 とすれば、 島 原 一 揆の 起る 直前で、 ( 一 揆 

の 蜂起 は 十月 二十 五日) 即ち、 全然 一揆に は 関係な か 

つたの だ。 

私が 島 原へ でかける 前日、 長 崎の ことに 精通した 人 

がゐ るから、 一度 戸塚の 大観 堂へ 立 寄る やうに、 とい 

ふ 話であった。 私 は 大観 堂へ でかけた。 最初、 折から 

遊びに 来て ゐた 早稲 田の 野球の 指 方 選手が 教 へて くれ 

た。 長 崎へ 着き 次第、 本屋へ かけつけ 「巿民 読本」 と 

いふの を 買って 読む とい、、 さう いふ 話であった。 あ 

いに くのこと に、 この 本 は、 もう 長 崎に 一冊 もなかつ 



けて 行った。 金 鰐 次 兵衛の 隠れ家だった 横穴に は、 不 

動 様が 置かれて ゐた。 たゾ、 それだけ のこと。 来て み 

た 所で、 何の 変哲が あらう 道理 もないで はない か。 私 

はむしろ 私の 好奇心に 呆気に とられて、 変哲もない 金 

鍔 谷に、 苦笑の 眼 を そ、 いで ゐた。 長 崎に 見るべき も 

の は 外に 沢山 あらう のに、 先づ まっさきに 金 鍔 谷へ K 

けつけ たのが、 分らなかった。 我が ことながら、 阿呆 

らしかった。 地図 を ひらいて、 金 鍔 谷 をみ つける と、 

叩かれた やうに、 飛 出して しまったの である。 長 崎と 

いふ 所 は、 東京と 支那の まんなか へんで、 時間 も、 東 

京と 支那の まんなか あたりで あるら しい。 東京で 七 時 
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